
月号
（No.31）
4

2009

千
曲
の
福
祉

み
ん
な
の
ス
ペ
ー
ス

千
曲
の
福
祉
み
ん
な
の
ス
ペ
ー
ス

「
い
い
顔
」
を
し
て
い
る

お
母
さ
ん
を
見
て
い
る
と
、

私
も
癒
さ
れ
る
ん
で
す
。

　
岡
村
　
和
枝
さ
ん 

稲
荷
山
在
住

　
生
後
一
年
ま
で
の
乳
児
期
は
、
親
子
の

深
い
結
び
つ
き(

絆)

を
築
く
大
切
な
時
期
。

し
か
し
、
核
家
族
化
が
進
み
、
子
育
て
を

教
え
て
く
れ
る
人
や
悩
み
を
相
談
で
き
る

人
が
身
近
に
お
ら
ず
、
特
に
第
一
子
の
赤

ち
ゃ
ん
へ
の
接
し
方
が
不
安
と
感
じ
て
い

る
お
母
さ
ん
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
肌
と
肌
の
温
も
り
を

伝
え
、
母
親
と
赤
ち
ゃ
ん
の
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
を
図
る
た
め
の『
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
』

を
行
い
な
が
ら
、
地
域
で
自
ら
の
経
験
を

生
か
し
、
母
親
た
ち
か
ら
の
相
談
に
耳
を

傾
け
て
い
る
の
が
岡
村
和
枝
さ
ん
で
す
。

Ｑ 

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
始
め
た
き
っ
か 

 

け
は
？

Ａ 

上
田
市
よ
り
転
居
し
て
き
た
時
に 

近

く
に
同
世
代
の
お
母
さ
ん
友
達
が
居

ら
ず
、
と
て
も
孤
独
で
不
安
な
思
い 

を
し
ま
し
た
。
そ
の
状
況
を
変
え
る
た

め
に
立
ち
上
げ
た
子
育
て
サ
ー
ク
ル
が

き
っ
か
け
に
な
り
、
以
前
か
ら
興
味

が
あ
っ
た
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
に
か
く
赤
ち

ゃ
ん
と
接
し
て
い
た
い
と
強
く
思
っ
て

い
ま
し
た
。

Ｑ 

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
魅
力
は
？

Ａ 

参
加
さ
れ
た
お
母
さ
ん
た
ち
は
、
最

初
の
う
ち
表
情
が
こ
わ
ば
っ
て
い
ま

す
が
、
触
れ
合
う
こ
と
で
赤
ち
ゃ
ん

の
表
情
が
ゆ
る
み
、
そ
の
顔
に
癒
さ

れ
た
お
母
さ
ん
た
ち
は「
い
い
顔
」
を

し
て
帰
っ
て
い
き
ま
す
。
お
母
さ
ん

自
身
も
精
神
的
に
安
定
し
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
い
た
だ
け
る
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ 

今
後
の
目
標
・
夢
は
？

Ａ 

地
域
の
空
き
店
舗
な
ど
を
利
用
し

て
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
来

る
こ
と
が
で
き
る
、
自
由
で
自
然
な

空
間
と
な
る
よ
う
な
た
ま
り
場
み
た

い
な
所
を
作
れ
た
ら
良
い
な
♪
と
考

え 

て
い
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
市
民
の
皆
さ
ま
と

一
緒
に
地
域
の
福
祉
を
進
め
る
た
め
、
実

際
に
福
祉
の
職
場
で
働
い
て
い
た
り
、
サ

ロ
ン
で
活
動
し
て
い
た
り
、
福
祉
の
活
動

に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
だ
り
、
学
ん
で
い

る
人
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
自
薦
他

薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
社
協
へ
の
ご
意
見
、
福
祉
の
ほ

の
か
な
疑
問
、
ア
イ
デ
ア
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
手
紙
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
等

ご
利
用
し
や
す
い
方
法
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど
、
社
協

だ
よ
り
で
掲
載
し
た
り
、
ご
返
答
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

岡村　和枝さん　上田市出身
ベビーマッサージインストラクター

〒387-0011 

千曲市杭瀬下二丁目6番地

千曲市社会福祉協議会
広報担当

TEL.026-272-0252

FAX.026-272-6557
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shakyokc@valley.ne.jp
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千曲市社会福祉協議会
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平成21年度 事業計画と予算
予算総額 782,623千円

人づくり、幸せづくり、共に支えあえる地域づくり
　いつ身近に災害が起こるかわからない今、住み慣れた地
域を私たち自身で守るためには、地域のつながり、人と人と
のつながりがとても大切です。当協議会では、更に、ご近所
同士の見守り支え合い助け合い活動を推進してまいります。
 また、２１年度は「社協強化計画-アクションプラン－」「地域
福祉活動計画」の策定に取組むとともに、積極的に職員が
地域に出向き、地域の課題をとらえ、住民の福祉ニーズに素

早く対応する小回りの利く社協をめざします。 
　今後も、住民主体の民間の福祉団体として、ボランティア、
NPO、介護サービス事業者、関係機関・団体等との連携を
図り、そして地域の人々の協力を得ながら、質の高いサービ
ス提供と地域福祉推進に努め、誰もが安全・安心して暮ら
せる優しさあふれる福祉のまちづくりを進めてまいります。

● 地域福祉活動計画の策定 
● 社協強化計画（アクションプラン）の策定
　＜事業の選択と集中、財政基盤の強化＞ 
● 支部社協活動の充実強化 
● 小地域ネットワーク活動の推進 

重点目標

主要事業並びに予算

4月1日から、事務事業の効率化を図るため、ふれあい福祉センター戸倉（戸倉地域福祉センター）で行っていた業務
をふれあい福祉センター上山田へ移転します。ご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解ご協力をお願いいたします。
　なお、居宅介護支援事業、デイサービスセンター、ヘルパーセンター等の介護保険業務は、従前どおりです。

● 日常生活自立支援事業、総合相談窓口の充実 
● 介護保険事業の安定経営とサービスの質の向上 
● 指定管理受託施設の適正な管理経営及び次期指定への対応 
● 人材育成の推進（職員研修による資質の向上）

● 小地域ネットワーク活動の推進
　（ご近所同士の支え合い活動　声かけ、見守り） 
● 心配ごと相談・結婚相談・法律相談事業   
● 希望の旅事業   
● ふれあい広場の開催   
● ボランティアの登録、斡旋、相談、育成   
● ボランティア講座の開催   
● 福祉教育推進事業   
● いきいきサロン活動の支援   
● 地域福祉活動計画の策定   

● 居宅介護支援事業   
● 訪問介護事業   
● デイサービス事業   
● 訪問入浴サービス事業   
   

● ふれあい訪問事業   
● 福祉団体及びボランティア団体への活動助成   
● 小、中、高等学校の福祉活動への支援   
● 第３回千曲市社会福祉大会   
● 社協だよりの発行   

● 生きがいデイサービス（白鳥園でのデイサービス）    
● 安心コール事業（電話での安否確認）    
● ひとり暮らし高齢者等孤独感解消のための交流会    
● 移送自動車、車イス貸与事業    
● 家族介護者支援事業、家族介護者教室事業    
● 日常生活自立支援事業    
● 金銭管理、財産保全サービス事業    
● 地域包括支援センターブランチ事業    

老人福祉センター・健康プラザの管理経営 27,275千円
老人コミュニティセンター管理経営 506千円
児童センター・児童館の管理経営 69,753千円
地域福祉センター管理経営 4,000千円
地域活動支援センターじゃがいも運営事業 6,215千円
精神障害者通所授産施設（チューリップの家）管理経営（特別会計）

● 助けあい資金貸付事業    
● 生活福祉資金貸付事業    
● 災害見舞金    

◎地域福祉推進事業　11,370千円

◎共同募金配分事業　15,320千円

◎介護保険事業　404,937千円

● 短期入所事業   
● 自立支援費事業   
● 介護予防事業

◎その他の事業等　　222,802千円

◎指定管理受託施設経営事業

◎生活支援事業　20,445千円

● 法人運営事業（社協強化計画策定等）

● 支部社協活動の推進    
 （支部社協は、みんなで支え合うことでいつまでも安心して住み慣れた地域で
　暮らせるように、サロンを開いたり、ひとり暮らし高齢者の集いを開催したり、
　身近な地域福祉活動を進めています）

組織変更に伴う事務所機能の移転について
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平成21年度 社協事業のお知らせ

移送自動車貸出サービス

　千曲市在住者で、車いす等でしか外出できない方々を対象に、
リフトやスロープの付いた自動車を貸出しています。
　利用当初に年間1,000円の社協賛助会費を頂きます。登録時
には、運転される方の免許書の写しと印かんをご持参ください。

利用距離

100km以内

利用回数

月5回以内

利用時間帯

8：30～17：15

車いす貸出サービス

　今年度より長期間の貸出については終了し、3か月間という短期の貸出のみとなります。これまで期間を延長してご
利用されていた方々につきましては、3月の終了とともに利用者へ無償譲渡いたします。

福祉活動事業助成金

　市内を拠点として活動している福祉団体、ボランティ
ア団体、NPO法人等が行う地域福祉の増進につながる
活動や事業を対象に助成金を交付します。申請は原則
として1団体1事業とし、5月29日までに申請書を提出
していただきます。
　助成をご希望される方は社協までお問い合わせくだ
さい。

4月に貸出期間の清算（１か月250円）をしていただき、その後は無償譲渡いたします。
※4月中にお手続きをお願いいたします。

車いす貸出サービスが変わります

今まで延長して車いすをご利用されていた方

今後の貸出サービスについては次のとおりです

手続き

①市内在住で他の制度では車いすの貸出を受けられない障害者
②車いす体験等を実施する者

利用者

3か月以内利用期間 無料利用料

ふれあい活動交付金

　高齢者・障害者・子育て中の親子等とボランティアの
皆様が小地域での交流を行う活動(いきいきサロン等)
に対して、活動交付金を交付します。（※趣味の会など
の団体は対象となりません）なお、今年度よりボランテ
ィア登録と保険の加入をお願いします。
・交付金額
　100円×参加人数（ただし、年間3万円まで）
・申請
　最寄りのふれあい福祉センターへお願いします。

地域福祉活動計画を策定

　誰もが、住み慣れた地域で、安心・安全に暮らせるや
さしさあふれる福祉のまちづくりの実現を目指し、地域
住民主体の積極的な福祉活動への参加のもと行政の各
施策の実施、社会福祉関係者やボランティア、各種団体
等による福祉活動の実施等、自助、共助、公的支援があ
いまった「地域の総合支援」体制の構築と互いに支え合
う地域づくりを基盤に地域の諸課題を整理し、これから
の地域福祉の推進のため、千曲市社会福祉協議会では、
千曲市の行政計画である「地域福祉計画」と 連携し「地
域福祉活動計画」（計画期間平成23年度～27年度）
策定に取り組みます。 

対象事業 助成金の上限

講演会、研修会の開催 10万円

啓発活動 5万円

福祉教育活動 10万円

福祉活動のための備品の購入 10万円

地域福祉推進の先駆的な事業 10万円

会員等の拡充活動 5万円

その他福祉活動として
認められる事業 

予算の範囲内
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利用するにはどうしたらいいの？

福祉サービスを
利用するには
どうしたら
いいんだろう？

あれ？もう財布に
お金がない。
最近金銭管理が
できないなぁ…。

公共料金や税金の
支払いを
忘れがちだなぁ…。

もの忘れが多くなって
通帳や印鑑などを
紛失してしまう…。

ご本人でなくても、どなたでも相談
できます。秘密は厳守いたします。

相談

ご本人の希望を伺いながら、支援計画を
作成し、合意いただければ、ご本人と
社会福祉協議会の間で契

支援計画の作成・契約の締結
生活支援員が支援計画に基づいて
サービスを提供いたします。

援助の開始

訪問
生活支援専門員がお宅を訪問し、ご本人
との面談で心配ごとや困りごとを伺います。

1 

2 

3

こんなことでお悩みの時は社会福祉協議会にご相談を

本事業は、何らかの原因(高齢・知的障害 ) よって、自分自身で考えたり、決めたりすることに
不安に感じている方が、地域で安心し 祉サー 、利用手続き、日常的な金銭の使
い方などのお手伝いを行うものです。 、 していただいております。そこで実際の利用者や
関係者に生の声を頂きました。

真剣に結婚を考える男女のために、結婚相談事業を行っています。

利用者より
私は一人暮らしをしていますが、一人で暮らしていると、健康のこと
やお金のことについて一人で行うには大変な面がでたり、不安にな
りました。そこで、日常生活自立支援事業を利用した結果、金銭管
理のお手伝いをしていただきながら、福祉サービスを適切に使うこ
とができるようになりました。通っている福祉施設でたくさんの方
と話すことは勉強になります。以前の私は閉じこもりがちな部分が
ありました。お金の使い方について、生活支援員さんや専門員さん
が一緒に考えてくれ、私自身が積極的に取り組むことがこのような
成果になったのだと思います。これからもよろしくお願いします。

生活支援員より
生活支援員として訪問しての体験です。当初、被
害妄想によって通帳と印鑑を持っていかれたと
訴えることもありました。会う都度、理解してい
ただくのに、苦悩しました。一週間に一度ご自宅
に生活費をお届けする際、話をしているうちに、
この制度が理解され始めた様子があり、信頼が
生まれ「ありがとう」という感謝の言葉を聞いた
時は、本当に報われました。

1

3

2

4

結婚相談事業

日常生活自立支援事業

登録は2年間有効です。費用は2年間分のイベント案内・各種資料等の印刷費、郵送費等の実費として5,000円
のみで、相談・紹介・お見合い、成婚報酬等は一切無料です。ただし、パーティー等への参加費は個人負担です。

※特に女性の皆様の登録をお待ちしております。詳細は事務局担当者が説明をいたしますので、事前にお電話等でお問い合わせください。

登録資格は、結婚を真剣に考える独身の方で、男性は千曲市・坂城町に住所を有し居住している方、
女性は長野県内に住所を有し居住している方です。

完全登録制で、登録・相談ともご本人からのみ受け付けます。また、個人紹介は登録者同士間で行いますので、
不特定多数の方に個人情報が伝わることがなく、プライバシーが守られます。
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家
族
介
護
教
室

家
族
介
護
教
室

家
族
介
護
教
室

第3弾

介
護
施
設
見
学
研
修
会

　
三
月
三
日
及
び
十
日
に
、
今
年
度
第
三

弾
の
家
族
介
護
教
室
と
し
て「
介
護
施
設

見
学
研
修
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
“グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
ま
ゆ
更
科
”と
“Ｊ
Ａ
ち
く
ま
上

山
田
宅
老
所
い
や
し
の
里
ち
く
ま
”の
二

箇
所
の
認
知
症
介
護
施
設
を
実
際
に
見
学

し
、
利
用
者
の
方
の
様
子
や
施
設
の
状
況

等
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

■
参
加
者
の
声 

　
小
雪
の
舞
う
寒
い
日
で
し
た
が
、

施
設
の
中
は
人
と
生
活
の
ぬ
く
も

り
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
住
み
慣
れ

た
自
宅
か
ら
施
設
に
入
る
こ
と
で
、

生
活
が
変
わ
っ
て
ど
う
な
の
だ
ろ
う

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
は
と
て
も
お
だ
や
か
で
、
顔
を

合
わ
せ
れ
ば
ニ
コ
ニ
コ
し
て
挨
拶
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
家
庭
的
な

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
様
子
を
見
て
、

在
宅
介
護
以
外
の
選
択
肢
が
あ
る

と
い
う
こ
と
や
、
そ
の
長
所
を
知
る

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　
民
生
委
員
の
立
場
か
ら
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
の
具
体
的
な
シ
ス
テ
ム
や

様
子
が
よ
く
わ
か
り
、
良
か
っ
た
で

す
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
や
情
報
を
、

今
後
地
域
の
人
た
ち
に
向
け
て
発

信
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
良
い

と
思
い
ま
す
。

子どもの成長によって、子育て支援セン
ターや他の施設での活動ができるように
なります。第2ステージの子育て支援施
設として、児童館・児童センターをこれか
らも利用させていただきます。

利用者の声より

一年間本当にありがとうございました。おかげ
様で、安心して子どもを預けさせていただきま
した。パズル・本・将棋etc・・児童センターで学
ばせて頂いたことがたくさんありました。
                                         利用者の声より

児
童
館
・
セ
ン
タ
ー
は
午
前
中
未

就
園
児
対
象
、
午
後
は
児
童
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
で
す
。

AM10：00 ～ AM12：00PM 1：00 ～ PM 6：30

子育て支援開放中
平日の午前中開館しています。
ただし小学校が長期休み中は利用
できません。

  

小学生来館中
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三
月
二
日
、
白
樺
サ
ロ
ン
で
は「
振
り
込

め
詐
欺
、
訪
問
販
売
な
ど
」の
悪
質
商
法
か

ら
身
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
、
長
野
県
消
費

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
・
北
村
き
ぬ
子
氏
を
講

師
に
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
実
際
に
困
っ
た
事
例
を
通
し
て
騙
さ
れ

な
い
為
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
訪
問
販
売
は
、
買
わ
せ
る
プ
ロ
で
す
。

　
日
本
人
は
断
り
べ
た
。
電
話
も
断
る
タ
イ

ミ
ン
グ
が
難
し
い
。
訪
問
販
売
で
は
必
ず
、

目
的
を
伝
え
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
そ
こ
が
タ
イ
ミ
ン
グ
。
①
手
短
に
②

て
い
ね
い
に
③
は
っ
き
り
と
、
断
り
ま
す
。

無
料
の
裏
に
は
大
き
な
金
儲
け
が
あ
り
ま

す
よ
。
皆
さ
ん
、
し
っ
か
り
危
機
管
理
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
騙
さ
れ
て
も
一
人
で

抱
え
込
ま
な
い
。
」
な
ど
丁
寧
に
指
導
し
て

く
だ
さ
り
、
ま
た
、
参
加
者
か
ら
の
感
想
と

し
て
は
、「
断
る
タ
イ
ミ
ン
グ
の
三
要
素
に

つ
い
て
教
え
て
頂
い
た
の
が
良
か
っ
た
。
目

か
ら
う
ろ
こ
で
し
た
。
」

　
最
後
に
、「
自
分
の
身
を
守
る
の
は
日
頃

の
知
識
で
す
」
。
と
い
う
言
葉
に
皆
さ
ん
う

な
ず
い
て
お
り
ま
し
た
。
一
人
一
人
が
被

害
者
に
な
ら
な
い
為
に
日
頃
か
ら
気
を
つ

け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

健
康
お
や
つ
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

健
康
お
や
つ
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

健
康
お
や
つ
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

開
催

│
地
域
か
ら
発
信
│

　
　
　
こ
ど
も
達
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
よ
う
一
月
三
十
日
〜
三
月
十
二
日

全
五
回
開
催

　
今
回
、
地
域
の
こ
ど
も
達
の
健
康
づ
く
り

を
応
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
に
、「
健
康
お
や
つ
作
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座
」
が
開
催
さ
れ
、
二
十
九
名
の

方
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一・
二
回
目
は
、「
食
」の
基
礎
講
座
と
し

て「
食
生
活
の
現
状
と
改
善
」
、「
心
身
の
発

達
に
応
じ
た
食
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
学
び
、

そ
れ
ぞ
れ
、
県
保
健
所
健
康
づ
く
り
支
援
課

管
理
栄
養
士
　
赤
潮
真
奈
美
氏
、
千
曲
市

健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
管
理
栄
養
士
　

荒
川
愛
子
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
生
活
習

慣
病
の
予
防
〜
家
庭
で
の
食
育
の
推
進
に

つ
い
て
等
、
講
義
の
後
、「
自
分
自
身
が
健

康
づ
く
り
を
し
、
そ
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ

と
。
こ
れ
か
ら
の
健
康
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
“み
ん
な
で
”と
い
う
こ
と
で
す
。
地
域

住
民
が
参
画
し
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
」と
の
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
学
校
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

千
曲
市
第
二
給
食
セ
ン
タ
ー
栄
養
教
諭
　

春
日
と
し
子
氏
よ
り
、
講
義
が
あ
り
、
ま

た
児
童
館
や
子
育
て
サ
ー
ク
ル
で
の
お
や

つ
作
り
等
、
地
域
で
の
活
動
例
と
し
て
、
千

曲
市
食
生
活
推
進
協
議
会
長
、
三
井
澄
子
氏
、

屋
代
児
童
セ
ン
タ
ー
館
長
、
佐
竹
雅
子
氏
、

こ
ど
も
達
の
明
る
い
未
来
を
守
る
会
長
池

田
靖
子
氏
か
ら
の
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

■
受
講
生
か
ら

地
域
の
こ
ど
も
達
に
伝
え
た
い
事
と
し
て

次
の
よ
う
な
点
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

○
季
節
の
旬
の
食
材
を
使
っ
た
お
や
つ
。

　
伝
統
食
、
行
事
食
。

○
手
作
り
で
で
き
た
物
の
味
。

　
一
緒
に
作
り
、一
緒
に
食
べ
る
楽
し
さ
を

　
伝
え
た
い

○
食
事
の
マ
ナ
ー
、
お
手
伝
い
の
大
切
さ
。

　
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
。
な
ど
・・・
。

■
子
育
て
サ
ー
ク
ル「
げ
ん
き
っ
こ
」

　
水
井
い
づ
み
さ
ん
か
ら

「
二
十
一
年
度
の
活
動
に
お
や
つ
作
り
を
と

り
い
れ
た
い
。
親
子
で
手
作
り
の
楽
し
さ
を

体
験
し
た
い
。
ベ
テ
ラ
ン
な
ら
で
は
の
料
理

の
イ
ロ
ハ
を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
、
協
力
の

呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
体
の
感
想
と
し
て
、
現
在
の
食

生
活
を
子
ど
も
の
成
長
の
た
め
に
改
善
し
、

我
が
家
の
食
生
活
を
見
直
す
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。
と
の
意
見
が
き
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
座
が「
食
」の
関
心
を
高
め
、
家

庭
〜
地
域
の
こ
ど
も
達
の
健
康
づ
く
り
へ
と

広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

●3月5日　実習
・伝統食　こねつけ
・ポテトサラダのドラ焼き等

手軽に作れるおやつを作りました

│
悪
徳
商
法
か
ら
身
を
守
ろ
う
│ 

上
山
田
地
区
白
樺
サ
ロ
ン地域で団結♪もうだまされません!!
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三
月
十
日
、
外
は
曇
り
空
。
し
か
し
、
児

童
館
の
中
で
は
サ
ッ
ク
ス
の
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
が
響
い
て
い
ま
し
た
。
初
め
て
見
る
楽

器
、
初
め
て
聞
く
音
に
び
っ
く
り
し
な
が
ら

も
、
児
童
た
ち
は
演
奏
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
今
回
訪
れ
た
大
学
生
カ
ル
テ
ッ
ト
の
中

の
渡
辺
舞
美
さ
ん（
四
年
・
千
曲
市
）が
、
児

童
館
の
職
員
と
企
画
し
、
今
回
の
演
奏
会
が

実
現
し
た
。

　
「
サ
ッ
ク
ス
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
小

学
六
年
生
の
時
に
プ
ロ
の
演
奏
を
聴
い
て
、

中
学
に
入
っ
た
ら
吹
奏
楽
部
に
入
ろ
う
と

決
め
た
こ
と
。
今
日
の
演
奏
会
で
は
、
今
ま

で
頑
張
っ
て
練
習
し
て
き
た
サ
ッ
ク
ス
を
生

で
聞
い
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。
な
か
な
か
児

童
た
ち
は
生
の
サ
ッ
ク
ス
を
聞
く
機
会
は

少
な
い
と
思
う
。
子
ど
も
た
ち
が
音
楽
の
世

界
に
少
し
で
も
興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
れ
ば
。

　
今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
違
う
環
境
で
生
活

し
て
い
く
中
で
も
、
機
会
が
あ
れ
ば
こ
の
４

人
の
音
楽
を
多
く
の
人
に
聞
い
て
も
ら
い

た
い
」と
語
る
渡
辺
さ
ん
。

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
は「
音
が
大
き
く
て
び

っ
く
り
し
た
。
生
ま
れ
て
初
め
て
聞
い
た
ソ

プ
ラ
ノ
サ
ッ
ク
ス
の
音
が
き
れ
い
で
し
た
。

ポ
ニ
ョ
の
曲
が
良
か
っ
た
。
」
等
と
の
感
想

も
聞
か
れ
ま
し
た
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
大
学
生
か
ら
児
童
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
今
回
の
サ
ッ
ク
ス
の
演
奏
は
た
の
し
ん
で

も
ら
え
ま
し
た
か
？
少
し
で
も
音
楽
に
興
味

を
も
っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
こ

れ
か
ら
色
々
な
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

何
か
好
き
な
こ
と
や
得
意
な
こ
と
を
一
生
懸

命
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。

●
児
童
か
ら
大
学
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
い
ろ
い
ろ
な
曲
が
弾
け
る
大
学
生
た
ち
が

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
四
人
の
お

兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
の
サ
ッ
ク
ス
が
聞
き
た
い

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

大
学
生
四
人
が
児
童
館
に
集
ま
っ
た
・
・
・

サ
ッ
ク
ス
カ
ル
テ
ッ
ト
演
奏
会
　 

更
級
児
童
館

in

地
域
と
と
も
に
歩
む

│ 

三
月
七
日
ひ
な
ま
つ
り
会
　 

上
山
田
児
童
館 

│

in

　
児
童
館
な
ど
で
も
教
え
ら
れ
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
、
地
域
に
伝
わ
る
文
化
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
に
は
、
地
域
の
力

を
お
借
り
す
る
し
か
な
い
、
そ
し
て
共
に
過

ご
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
幅
広
い
年
代
の
人
と

関
わ
り
、
家
族
と
は
違
う
温
か
さ
を
感
じ
て

欲
し
い
と
願
い
、
地
域
の
方
に
協
力
を
頂
い

て
、
行
事
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
ほ
た
る
の
会
の

ご
協
力
で「
ひ
な
ま
つ
り
会
お
も
ち
つ
き
」

を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、「
緊
張
す

る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
歳
が
違
う
か
ら

話
し
か
け
づ
ら
い
。
で
も
、
ひ
と
つ
の
も
の

を
皆
で
味
わ
え
る
か
ら
い
い
こ
と
だ
と
思
う
。

ま
た
や
り
た
い
な
ぁ
」
と
感
想
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
き
ね
で
つ
き
た
て
の
お
も
ち
を
ほ
お

ば
る
子
ど
も
た
ち
は
、一
つ
大
人
に
な
っ
た

よ
う
な
に
見
え
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
方
々
の
何
度
も
ご

協
力
を
頂
き
、
地
域
で
も
何
回
か
顔
を
合
わ

せ
る
う
ち
に
、
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
う
こ

と
も
あ
る
よ
う
で
、一
つ
目
的
が
叶
い
つ
つ

あ
る
な
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

ボランティアグループ

会員募集
「えんぴつの会」

　「えんぴつの会」では、市内のひとり

暮らし高齢者や障害者世帯に、定期的

に季節のおたよりや絵手紙をお届けし

ています。対象者も増加し、感謝の声も

いただき、はがきを楽しみしてくださる方々

がたくさんいらっしゃることに会員もう

れしく思っています。

　本会では、一緒にはがきをかいてくだ

さる方を募集しています。

申込・お問い合せ
千曲市社会福祉協議会　TEL.272-0252
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ひとりで
悩まず

まずは相談 各相談の予約･問合せ先 千曲市社会福祉協議会TEL.272-0252

相談日のご案内（4月～6月）

心配ごと相談
■誰にも相談できないこと、困りごと等何でも・・
秘密は固く守ります。遠慮なくご相談ください。
希望される方は、いずれかの会場へ直接お越しください。

○勤労青少年ホーム
午後1時30分～4時30分

4月8日（水）

法律相談
■完全予約制ですので希望される方は、事前にお申し込みください。

○勤労青少年ホ－ム
午後1時30分～4時30分

5月7日（木）・6月4日（木）

○戸倉地域福祉センター 科野の宿
午後1時30分～4時30分

4月16日（木）・6月18日（木）

○ふれあい福祉センター上山田
午後1時30分～4時30分

5月21日（木)

要予約 TEL 272-0252

結婚相談

○更埴文化会館（あんずホール）2階　小会議室
午前9時00分～12時00分

4月18日（土）・5月10日（日）・6月13日（土）

※新規登録は随時、千曲市社会福祉協議会で平日午前9:00～午後4:30の間で受付けます。
ただし、4月12日（日）、18日（土）は、通常の相談と新規登録を受け付けます。
（電話で予約の上、必ずご本人がお越し下さい。）

社会福祉協議会では、ボランティア活動の円滑化と地域
福祉の推進に資するため、千曲市ボランティアセンター
を設置・運営しています。広く市民の皆さんのご意見を
伺い、ボランティアセンターの適正な運営を図るため、
次のとおり運営委員を募集します。

千曲市
ボランティアセンター

募集定員 

応募資格 

募集締切 

会議回数
報　　酬

申込・問合せ

その他

ボランティア活動への関心と地域福祉の
推進に熱意をお持ちで、市内在住の方

1名

4月22日（水）

年4回・当会規定に基づく
委員報酬をお支払いいたいします。

千曲市社会福祉協議会 TEL.272-0252

応募多数の場合は審査を行います。

あたたかい善意ありがとうございました。

地域福祉振興基金地域福祉振興基金

［平成21年1月20日
　　～平成21年3月20日受付分］

善意銀行(物品の寄付)善意銀行(物品の寄付)

5,000円
20,308円
30,000円
25,898円

3,000円

匿　名
匿　名
匿　名
匿　名

肌着類　10点
日本人形　1点

紙オムツ、タオル類
肌着類　8点

・小森　教子様
・西野入房子様
・西澤富士男様
・平成20年度
  更埴老人大学自治会様
・長野県屋代高等学校
 （株）インフィニティ様

社協だより No.31 8

■完全予約制ですので希望される方は、事前にお申し込みください。

○戸倉創造館　2階　創作室
午前9時00分～12時00分

4月12日（日）・5月2日（土）・6月7日（日）

○戸倉地域福祉センター 科野の宿
午後1時30分～4時30分

5月13日（水）

○ふれあい福祉センター上山田
午後1時30分～4時30分

6月10日（水）


